
今月の主な内容

●敬老月間…4 ●北条東小学校区自主防災総合訓練…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲夏休みの力作がズラリ（西在田小学校：山田郁子校長）

柏原市長所信表明（2～3ページ）
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特特　　集集
柏原市長
所信表明

ア　
ク　
テ　
ィ　
ブ　
に
い
こ
う
!

│

柏
原
市
長
所
信
表
明
│　

９
月
３
日

（月）
、
第
１
８
６
回
加
西
市
議
会
定
例
会
で
柏
原
市
長
が
行

っ
た
所
信
表
明
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
議
会
は
９
月
20
日

（木）
ま
で
開
催
さ
れ
、
報
告
（
３
件
）、

人
事
案
件
（
１
件
）、
条
例
関
係
（
３
件
）、
事
件
決
議
（
５
件
）、
予

算
関
係
（
２
件
）、
決
算
関
係
（
５
件
）
の
計
19
議
案
が
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

所信表明を行う柏原市長

過
般
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
大
き
な
信

託
を
賜
り
、
第
五
代
加
西
市
長
の

重
責
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

県
議
と
し
て
二
期
六
年
間
、
県
政

に
携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
全
身
全
霊
、
全
力
を
傾
注
す
る

こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
に
は
、
市
街
地
再

開
発
事
業
、
下
水
道
整
備
事
業
、

市
立
加
西
病
院
増
改
築
事
業
な
ど

重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

四
期
十
四
年
に
わ
た
り
、
加
西

市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

藤
岡
前
市
長
の
ご
意
思
を
大
切
に

引
き
継
ぎ
、
重
要
課
題
を
一
日
も

早
く
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
私
に
与

え
ら
れ
た
第
一
の
使
命
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
県
議
と
し
て
ふ

る
さ
と
加
西
を
外
か
ら
見
て
、
内

か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
加
西
市
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
今
後
、
市
政
に
生
か
し
ま
す
。

ま
ず
、
家
族
・
隣
人
そ
し
て
友

人
た
ち
が
、
こ
ぞ
っ
て
幸
せ
に
生

き
る
喜
び
と
明
日
へ
の
希
望
に
輝

く
生
活
が
実
現
で
き
る
ふ
る
さ
と

加
西
の
未
来
を
築
く
た
め
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
、「
輝

く
市
民
　
元
気
な
ま
ち
」
を
め
ざ

し
、
次
の
三
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
に
、
五
万
三
千
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

①
美
し　
い　
ま　
ち
　
加
西

自
然
に
恵
ま
れ
景
観
も
す
ば
ら

し
い
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
加

西
市
を
、
よ
り
一
層
磨
き
を
か
け

て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
特
色
の

あ
る
加
西
市
に
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
見
た
目
の
美
し
さ

だ
け
で
は
な
く
、
内
か
ら
湧
き
上

が
っ
て
く
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

あ
る
美
し
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
真

の
美
し
さ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

②
活
力　
の　
あ　
る　
ま　
ち
　
加
西

現
在
、
日
本
経
済
は
長
期
に
わ

た
り
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
い
き
い
き
と
し
て
輝

い
て
い
る
ま
ち
と
い
う
の
は
外
か

ら
見
ま
し
て
も
、
非
常
に
頼
も
し

く
、
元
気
で
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

③
全
国　
に　
誇　
れ　
る　
ま　
ち
　
加
西

加
西
市
に
は
他
市
に
な
い
非
常

に
素
晴
ら
し
い
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
加
西
の
持
っ
て
い
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
昔
か
ら
引
き
継

い
だ
財
産
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と

共
に
、
大
い
に
磨
き
を
か
け
て
自

信
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
先
頭
に
立

っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
主
役
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
、
前
向
き
の
姿
勢
で
、
私

が
常
々
申
し
上
げ
て
い
ま
す
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
加
西
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
と
は
前
向
き
と
い

う
こ
と
で
す
。
行
政
が
何
事
も
お

膳
立
て
を
し
て
い
て
は
変
化
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
し
、
地
域
の
閉
塞
感

を
打
開
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
の
方
々
に
受
け
身
で
は
な
く
、

能
動
的
に
市
政
に
か
か
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
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市
民
と
行
政
の
「
協
働
」
に
よ
る

市
民
参
画
行
政
の
積
極
的
な
推
進

に
よ
り
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
、

そ
し
て
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
楽
し

さ
の
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
た
い
の
で
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
ま
し
て
は
、

「
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
活
力
と
夢

の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
次
の
六
つ
の
施
策
を
柱
に

す
す
め
ま
す
。

①
医
療　
・　
健
康　
・　
福
祉
を　
一
体
化

し
、　
そ　
れ　
を　
高　
め　
る　
行
政

予
防
に
勝
る
治
療
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
約
の
一
つ
に
掲
げ
ま
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
の
推
進
な
ど

を
含
め
た
「
健
康
か
さ
い
21
」
の

実
現
に
向
け
て
、
生
活
習
慣
病
な

ど
に
対
す
る
き
め
細
か
な
予
防
対

策
や
体
系
的
で
包
括
的
な
保
健
医

療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

②
保
育
、　
学
校
教
育　
の　
総
合
的
な　

充
実
を　
図
り
、　
幼
児　
や　
青
少
年　

の　
健　
や　
か　
な　
育
成

少
子
化
、
女
性
の
社
会
進
出
に

よ
る
生
活
様
式
や
勤
務
形
態
の
多

様
化
に
伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
の
た
め
の
支
援
方
策
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
女
性
が
輝
き
、
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
家
族
の
絆
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
安
心
し
て
子
育

て
と
教
育
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
と
生
活
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

③
新
し　
い　
文
化　
の　
創
造
、　
ス　
ポ　
ー　

ツ　
の　
振
興
、　
市
民　
レ　
ベ　
ル　
の　
国
際

交
流
を　
推
進

増
加
す
る
余
暇
時
間
の
中
で
市

民
交
流
を
図
り
、
多
種
多
様
な
文

化
、
芸
術
活
動
、
そ
し
て
「
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
」
の
取
り
組
み
を

拡
大
し
、
多
様
化
す
る
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
よ
り
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
、
そ
し
て
楽
し
さ
が
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
主
体
と
な

っ
た
国
際
交
流
の
推
進
も
不
可
欠

で
す
。

④
経
済
、　
農
業
を　
活
性
化
し
、　
新

し　
い　
産
業
と　
先
端
技
術　
の　
発
展

計
画
か
ら
十
数
年
の
歳
月
を
経

て
着
工
し
た
北
条
町
駅
周
辺
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
ま
ち
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
、
市
街
地
再
開
発
を
含
め
た
社

会
基
盤
の
安
定
、
農
業
及
び
既
存

企
業
の
活
性
化
、
企
業
の
誘
致
に

努
力
し
ま
す
。

⑤
環
境　
や　
防
災
面　
に　
配
慮
し
、　
市

民　
が　
安
心
し　
て　
暮
ら　
せ　
る　
安
全

な　
都
市
基
盤　
づ　
く
り

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体

制
を
確
立
し
、
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
人

と
自
然
が
共
生
す
る
自
然
豊
か
な

美
し
い
環
境
の
保
全
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
地
方
分
権
を　
推
進
し
、　
た　
ゆ　
ま　

ざ　
る　
行
財
政
改
革
を　
断
行

現
在
、
国
、
地
方
と
も
に
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
配
分
と
効

率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
事
業

の
総
点
検
を
行
い
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
よ
る
事
業
の
見

直
し
を
行
う
「
事
業
の
再
評
価
制

度
」
を
導
入
し
ま
す
。

地
方
分
権
と
成
熟
社
会
の
時
代

に
お
い
て
は
、「
官
」
か
ら
「
民
」

へ
の
積
極
的
な
分
権
を
行
い
、
市

民
の
英
知
と
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

大
胆
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
し
、「
自
助

と
自
立
」
の
精
神
を
基
本
に
市
民

本
位
の
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
情
報
公
開
と
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
り
、
市

民
と
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
生

活
者
の
視
点
か
ら
行
政
を
見
直
し
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
元
気
と
活

力
の
あ
る
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
も

進
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
西
市
は
来
年
、
市
制
35
周
年

の
節
目
の
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
そ
の
礎
が
築
か
れ
、
今
や
成
熟

期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
都
市
へ
と

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

21
世
紀
初
頭
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
い
、
未
来
に
躍
進
す
る
加
西

市
を
実
現
す
る
た
め
、
人
に
や
さ

し
く
、
人
と
自
然
が
調
和
し
た
、

個
性
的
で
魅
力
的
な
「
花
と
歴
史

と
愛
の
ま
ち
か
さ
い
」
の
創
造
を

基
本
目
標
と
し
た
加
西
市
第
四
次

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
活
力
と
ゆ

と
り
に
満
ち
た
「
ふ
る
さ
と
夢
都

市
」
を
め
ざ
し
、
職
員
一
丸
と
な

り
渾
身
の
努
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

共
助
・
協
働
社
会
の
中
で
、
多

様
な
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
、
市
民

の
思
い
、
そ
し
て
夢
が
実
現
で
き

る
ま
ち
「
ふ
る
さ
と
加
西
」
の
創

造
に
向
け
て
、
何
卒
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
施
政
へ
の
所
信
と
し
ま

す
。ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

市役所でもラジオ体操を開始

8月28日（火）に行われた政策評価研修会
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８
月
31
日

（金）
、
柏
原
市
長
が
市

内
に
お
住
ま
い
の
最
高
齢
者
藤
井

か
ね
さ
ん
（
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘
）

を
表
敬
訪
問
し
、
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
男
子
最
高
齢
者
は
１

０
０
歳
の
小
林
貞
治
さ
ん
（
下
若

井
町
）
で
す
。

ま
た
、
お
二
人
以
外
の
百
歳
以

上
（
９
月
30
日
現
在
）
の
方
々
に

は
、
同
日
松
尾
収
入
役
ら
が
表
敬

訪
問
し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

市
長
ら　
が　

最
高
齢
者
を　
表
敬
訪
問

今
年
か
ら
75
歳
以
上
の
方
の
長

寿
を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
は
、
地

域
単
位
で
の
心
の
こ
も
っ
た
お
祝

い
会
「
高
齢
者
あ
っ
た
か
推
進
の

つ
ど
い
」
が
市
内
の
一
部
で
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
４
年
目
の

今
年
は
、
従
来
の
敬
老
会
に
か
わ

っ
て
市
内
全
地
区
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
孫
さ
ん
た
ち
も
加
わ
っ
て
の

三
世
代
交
流
を
中
心
に
各
町
が
趣

地
域　
で　
開
催
す
る　
高
齢
者

あ　
っ　
た　
か　
推
進　
の　
つ　
ど　
い

向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
長
寿
を
お

祝
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

敬
老
月
間
の
９
月
中
、
健
康
福

祉
会
館
ホ
ー
ル
で
芝
居
公
演
が
入

場
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

浴
場
の
無
料
開
放
も
行
っ
て
お
り
、

市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

多
く
の
市
外
の
方
の
利
用
も
あ
っ

て
福
祉
会
館
は
連
日
の
大
盛
況
で

す
。 大

人
気　
の　

芝
居
と　
お　
風
呂

加
西
市　
で　
は　
、　
９　
月　
の　
敬
老
月
間　
に　
多
彩　
な　
催　
し
を　
実
施　
し　
て　
、　

高
齢
者　
の　
方
々　
の　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
ご　
労
苦
を　
ね　
ぎ　
ら　
い　
、　
長
寿
を　
お　
祝　
い　

し　
て　
い　
ま　
す　
。

い　い　
つ　つ　
ま　ま　
で　で　
もも
お　お　
元元
気　気　
でで

―

最
高
齢
者
訪
問　
・　
敬
老
会　
・　
ふ　
る　
さ　
と　
福
祉
事
業
―

おじいさんやおばあさんにハガキを出す園児

市内最高齢者 藤井かねさん

（満103歳・第二サルビア荘）を表敬訪問する柏原市長

男子最高齢者 小林貞治さん
（100歳・下若井町）

柏原　のぶさん
（103歳・東剣坂町）

鴨川　一子さん
（101歳・谷町）

山下ヒサヱさん
（101歳・畑町）

山田　つゑさん
（100歳・中野町）

河合　とみさん
（100歳・田原町）

高橋　ますさん
（100歳・上野町）
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
市
・
消
防
な
ど
の
防
災
関
係

機
関
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
９
月
２
日

（日）
、

北
条
地
区
区
長
会
（
片
岡
和
義
代

表
区
長
）
の
主
催
で
北
条
東
小
学

校
区
自
主
防
災
組
織
（
10
部
会
・

約
６
０
０
人
）
を
中
心
に
、
災
害

時
の
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
た

め
の
防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
・

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に

自
主
防
災
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
訓
練
に
は

加
西
警
察
署
、
県
消
防
防
災
航
空

隊
、
市
消
防
団
第
１
分
団
（
10
部
）、

市
役
所
災
害
対
策
本
部
、
市
消
防

本
部
等
も
参
加
、
今
年
は
新
た
に

自
衛
隊
、
郵
便
局
、
食
糧
事
務
所

も
加
わ
っ
て
の
大
規
模
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

朝
８
時
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、

参
加
者
は
自
主
防
災
組
織
ご
と
に

近
く
の
公
園
や
公
会
堂
に
集
合
。

市
の
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

て
い
る
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
徒
歩

で
避
難
、
負
傷
者
、
避
難
者
、
被

災
害
時
、　
人
口　
が　
密
集　
し　
多
大　
な　

被
害　
が　
予
想　
さ　
れ　
る　
市
街
地

害
状
況
等
を
報
告
し
、
救
援
物
資

の
配
付
を
受
け
ま
し
た
。
自
動
車

が
使
え
な
い
と
い
う
状
況
下
で
徒

歩
に
よ
る
避
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
時
間
後
の
９
時
に
は
全
て
の
組

織
の
避
難
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ

の
後
北
条
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
県
消
防
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
が
到

着
し
、
救
援
物
資
の
空
輸
と
被
害

状
況
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
、
警
察
、
消
防
、
自

衛
隊
、
郵
便
局
に
よ
る
避
難
・
被

害
状
況
の
情
報
伝
達
訓
練
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
終
了
後
は
、
実
際
に

火
を
消
す
消
火
訓
練
、
救
急
救
命

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
等
を
体
験
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
煙
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
す

る
テ
ン
ト
、
地
震
体
験
車
、
救
助

工
作
車
、
梯
子
車
等
が
展
示
さ
れ
、

多
く
の
見
学
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
消
火
・

救
出
・
救
護
訓
練

北
条
東
小
学
校
区
自
主
防
災
総
合
訓
練

│
Ｍ　
７　
・　
７　
の　
地
震
を　
想
定
、　
８　
５　
０　
人　
が　
参
加
│
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いつまでも自立して家庭で生活できるように、そして介護する人の負担をできるだけ軽くするために必要な

サービスを組み合わせて利用することを考えましょう。ここでは家庭で利用できる主なサービスを紹介します。

利用料金は標準的なものを記載しています。詳細は各施設・介護支援専門員にお尋ねください。

サービス名

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが家庭を訪問して食事・入浴・排泄の介助、衣類

着脱や身体清拭、一人暮らしの方などには炊事・洗濯・掃除といっ

た家事など日常生活の手助けを行います。

サ ー ビ ス の 内 容 利用料金（1割負担分）

身体介護1～1.5時間 584円

家事援助1～1.5時間 222円

訪問入浴
移動入浴車が家庭を訪問して居室に簡易浴槽を設置し、看護婦

（士）による健康チェックのあと入浴の介助を行います。
１回 1,250円

訪問看護
看護婦（士）が家庭を訪問して、主治医の指示に基づき健康チェ

ックなどの病状を観察したり、床ずれの処置や機能訓練などを行い

ます。

訪問看護ステーション

1～1.5時間未満 1,198円

通所介護
（デイサービス）

デイサービスセンターで、日常動作訓練や工作、カラオケなどの

レクリエーションをしたり、食事や入浴のサービスが受けられます。

560～924円

別途食事代等必要

（介護度によって異なる）

通所リハビリ
テーション
（デイケア）

介護老人保健施設、病院等で、理学療法士・作業療法士などによ

るリハビリテーションを受けることができます。入浴・食事やレク

リエーションなどの高齢者同士の交流もできます。

老人保健施設

648～1,041円

別途食事代等必要

（介護度によって異なる）

ショートステイ
（短期入所）

短期間家庭で介護できないとき、介護を休みたいときに、施設で

介護を受けることができます。介護老人福祉施設を利用する「短期

入所生活介護」と、介護老人保健施設や介護療養型医療施設を利用

する「短期入所療養介護」の2種類があります。

短期入所生活介護

１日 914～1,120円

別途食事代等必要

（介護度によって異なる）

利用料金はメーカー・種類

によって異なりますので介護

支援専門員・販売店等にお

尋ね下さい。

福祉用具貸与
日常生活の自立を助ける用具（特殊寝台・車椅子・歩行器・歩

行補助杖・移動用リフトなど）を貸与します。（1割の自己負担あり）

福祉用具購入
費の支給

入浴や排泄に使用する用具（腰掛け便座・特殊尿器・入浴補助

用具など）の購入費を上限額内（1年につき1 0万円）で支給しま

す。（9割償還払い）

住宅改修費
の支給

住居の段差を解消したり廊下や階段に手すりを付けるなど小規

模の改修に対して上限2 0万円以内でその費用が支給されます。（9

割償還払い）※必ず事前に市役所・介護支援専門員などにご相談下さい。

※住宅改造助成事業 上記住宅改修費の上限20万円を超える分の費用の助成について相談を受けつけています。
必ず工事の着工前にご相談ください。

サービスの利用については居宅介護支援事業所や市役所「あったか相談窓口」でご相談ください。

相談・問合先 加西市保険課　あったか相談窓口（電話42-８７８８）
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車
イ
ス
体
験
や
ア
イ
マ
ス
ク
体

験
な
ど
を
通
し
て
、
障
害
に
対
し

て
正
し
い
理
解
と
思
い
や
り
の
心

を
育
て
よ
う
と
、
小
学
校
高
学
年

を
対
象
に
夏
休
み
体
験
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
体
験
場
所

な
の
で
、
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
共
に
、
夏
休
み
期
間
中
、
多

く
の
学
校
を
ま
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
ち
っ
ち
ゃ
な
段
な
の
に

…
」「
い
つ
も
使
っ
て
い
る
階
段
な

の
に
こ
わ
い
…
」
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
こ
ん
な
声
が
!

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

体
験
談
を
聞
く
子
ど
も
た
ち
の
目

は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

暑
い
中
の
体
験
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
心
に
何
か
残
っ
て
く

れ
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

消
防
本
部　
で　
は　
、　
毎
月
第　
４　
日
曜

日　
（
午
前
九
時　
〜　
正
午
）　
に　
「　
ハ　
ー　

ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会　
（
市
民
救
命

士
）」　
を　
開
催　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
会
社　
や　
町
内
会
等
各
種
団

体　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
第　
４　
日
曜
日
以
外　
の　

日　
で　
も　
受　
け
付　
け　
て　
い　
ま　
す
。　
時

間
・
場
所
等　
は　
消
防
本
部　
へ　
相
談　
し　

て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会　
を　
受
講　

し　
て　
か　
ら　
３　
年　
を　
経
過　
さ　
れ　
た　
方　
は　
、　

救
命
技
能　
を　
維
持
向
上　
す　
る　
た　
め　

に　
、　
再
講
習　
を　
受
講　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

も　
し
も　
の　
時　
の　
た　
め　
に　
、　
一
家　
に　

一
人　
は　
応
急
手
当　
を　
覚
え　
ま　
し　
ょ　

う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０　
１　
１　
９　
）　
警
防
課
救
急
係　
ま　
で　
。　

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

7
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

１　
１　
６　
名
〕　

下
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

32
名

九
会
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

36
名

西
在
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

25
名

佐
谷
町
自
主
防
災
組
織

20
名

（
一
般
受
講
者

３　
名
）　

▽　
長
谷
川
直
生
子
・
岡
本
典
子

賀
川
則
子

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　

82
名
〕　

▽　
下
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

12
名

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

▽　
九
会
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　

25
名

▽　
西
在
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

16
名

▽　
佐
谷
町
自
主
防
災
訓
練

29
名

行
楽　
の　
秋
、　
釣　
り　
や　
キ　
ャ　
ン　
プ　
と　
い　

っ　
た　
ア　
ウ　
ト　
ド　
ア　
に　
最
適　
の　
季
節　
で　

す
。　
同
時　
に　
、　
け　
が　
を　
す　
る　
こ　
と　
も　
、　

し　
ば　
し　
ば　
。　

と　
げ　
が　
刺　
さ　
っ　
た　
と　
き　

毛
抜
き　
で　
と　
げ　
を　
抜
き　
ま　
す
。　

と　
り　
に　
く　
い　
と　
き　
は　
、　
と　
げ　
の　
刺　

さ　
っ　
て　
い　
る　
部
位　
に　
、　
五
円　
か　
五
十
円

硬
貨　
の　
穴　
の　
部
分　
を　
あ　
て　
、　

硬
貨　
を　
押　
し　
な　
が　
ら　
抜　
く　
と　
、　
比
較

的
容
易　
に　
抜　
け　
ま　
す
。　

釣
針　
が　
刺　
さ　
っ　
た　
と　
き　

針
先　
が　
皮
膚　
を　
突
き　
抜　
け　
て　
頭　
を　

出　
し　
て　
い　
れ　
ば　
、　
針
先　
か　
針　
の　
根
元　

を　
ペ　
ン　
チ　
な　
ど　
で　
切　
り
落　
と　
し　
、　
そ　
の　

ほ　
う
を　
皮
膚　
の　
中　
に　
く　
ぐ　
ら　
せ　
て　
抜　

く　
よ　
う　
に　
し　
ま　
す
。　
い　
ず
れ　
の　
ケ　
ー　

ス　
も
、　
抜
き　
に
く　
い　
と　
き　
や　
、　
抜　

け
た　
場
合　
も
、　
な　
る　
べ　
く
医
師　
の　

診
断　
や　
治
療
を　
。

台
風　
の　
季
節　
で　
す
。　

台
風　
と　
は　
熱
帯
地
方　
で　
発
生　
し　
た　

低
気
圧　
の　
か　
た　
ま　
り　
で　
、　
平
均
風
速　

が　
最
大
17
ｍ　
／　
ｓ　（　
メ　
ー　
ト　
ル　
／
毎
秒
）　

以
上　
の　
も　
の　
を　
言　
い　
ま　
す
。　

台
風　
は　
地
震
と　
ち　
が　
っ　
て　
、　
あ　

る　
程
度
予
測　
が　
で　
き　
ま
す
。　
正
確　

で　
新
し　
い　
情
報
を　
よ
く
聞
き
、　
十

分
な　
備
え　
が　
あ　
れ　
ば　
、　
被
害　
も
軽

く　
て　
済　
み　
ま
す
。　

風
速
10  
ｍ　
／　
ｓ

傘
が　
さ　
せ　
な　
い　
。　

風
速
15  
ｍ　
／　
ｓ

看
板
等　
が　
飛　
び　
は　
じ　
め　
る　
。　

風
速
20  
ｍ　
／　
ｓ

小
枝　
が　
折　
れ　
る　
。　
体　
を　
傾　
け　
な　
い　

と　
歩　
け　
な　
い　
。　

風
速
25  
ｍ　
／　
ｓ

瓦　
が　
飛　
び　
、　
ア　
ン　
テ　
ナ　
が　
倒　
れ　
る　
。　

風
速
30  
ｍ　
／　
ｓ

雨
戸　
が　
は　
ず　
れ　
、　
家　
が　
倒　
れ　
る　
こ　

と　
も　
あ　
る　
。　

《
風
と
災
害
》

夏夏
休　休　
み　み　
体体
験　験　
ス　ス　
ク　ク　
ー　ー　
ルル

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

台
風
へ
の
備
え

応

急

手

当

空
気
に
つ
き
当
た
り
淋
し
く
な
っ
て
家
に
も
ど
る

付
箋
と
戻
っ
て
き
た
こ
と
ば
　
な
ぞ
っ
て
い
る

石
笛
の
音
　
春
は
遠
い
里
に
あ
る

棘
生
き
て
い
た
　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
薔
薇

時
間
の
か
け
ら
く
る
く
る
万
華
鏡

風
　
丁
度
よ
い
箱
探
し
て
い
ま
す

独
白
　
守
宮
に
聞
か
れ
て
い
た

森
が
無
い
　
心
象
風
景
の
粗
野

森
田
　
斉
生

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

井
塚
　
理
人



Town Topics Town Topics Town Topics

五百羅漢寺で「千灯会」

　8月8日（水）夜、羅漢寺（山田恵純住職）で石仏を供養する

「千灯会」が行われました。参拝されたみなさんは、思い思いの

石仏の前にろうそくを立て、ほのかな光が境内を幽玄に照らしだ

しました。

夏休みの体験

その1　親子クッキング教室

　8月8日（水）、富合小学校では

4年生の親子10組が参加して、親

子クッキングスクールが開催され

ました。給食に出てくるちらしず

し、大根サラダ、ニンジングミな

どに挑戦。親子でふれあうと共に

栄養についても考える機会となり

ました。

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

長寿夫婦の歴史を写真に
54組のご夫婦を撮影　ねたきりや車イスを使用しているなど、理髪店や美容院

に出向くことが困難な方に、理美容師さんの訪問による居

宅での理美容サービス（散髪など）があるのをご存知です

か？

　対象者は、おおむね65歳以上で心身の障害や傷病等の

ある方および重度の身体障害者で、理髪店や美容院に出向

くことが困難な方に「訪問理美容サービス利用券」（年間4

枚）を交付し出張料を助成します。自己負担は2,500円（理

美容料金）です。

問合先／健康長寿課生きがい対策係（TEL42―8728 ）

訪問理美容サービスのご利用を！

　7月22日（日）、厳しい暑さの中、兵庫県土建加西支部

（垣内秀義支部長）のみなさん7名に、北条、賀茂、富合

各幼稚園の施設の修繕をしていただきました。このボラ

ンティア活動は今年で8回目となります。

新学期はきれいな園舎で
兵庫県土建一般労働組合加西支部が
ボランティア作業

北条鉄道新型車両第2号到着

　8月28日（火）終電後の深夜、北条鉄道田原駅周

辺で北条鉄道の新型車両の搬入が行われました。今度

の車両は、1号の赤とオレンジ色とはがらりと変わっ

て紫と青色を基調としています。当日は夜中にも関わ

らず、多くの鉄道マニア（？）が押しかけ、この深夜

の大作戦に見入りました。

「グミが手作りでできるなんて！」と驚きの声も。

写真：ろうそくに灯をともす子どもたち

そ
の
4　

ゴ
ミ
収
集
体
験
ツ
ア
ー

　
　

西
在
田
小
学
校
4
年　

増
田
麻
耶
さ
ん

　

「
ゴ
ミ
の
収
集
を
し
て
重
い
し
、
臭
い
し

、
水
が
き
れ
て
い
な
く
て
大
変
で
し
た
。
叔

父
さ
ん
達
も
重
そ
う
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。

お
じ
さ
ん
達
は
毎
日
重
い
物
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
す
ご
く
大
変
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
達
が
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
に
は
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
」

その2　車イス体験教室

　8月17日（金）、富田小学校では夏休み体験スク

ールとして、車イス体験が行われました。参加し

た児童からは、「少しの段差でも超えられないのが

分かった。」「 階段の上り下りが本当に怖かった。」

「砂利路はつらい。」など車イスを使用する立場に

なって自分達の周りを見直すことができました。

その3　勾玉（まがたま）づくりに挑戦

　8月25日（土）、玉丘史跡公園の手作

り庵を利用して勾玉作り教室が開催さ

れ、親子で古代の香りにふれた一日と

なりました。

　8月20日（月）から3日間、社会福祉協議会では9月の敬老

月間記念行事として、高齢者夫婦の数え年の合計159歳及び

160歳をお祝いして、記念写真を贈呈しています。

　それぞれのご家庭を尋ねて撮影にあたられているのは宮本久

男さん（古坂）。昭和34年から41年間毎年ボランティアでこれ

までに約1500組のご夫婦を撮影されています。（写真は地域

の敬老会で当日額縁にいれて贈呈されました。）
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☆ボランティア活動と共生社会Ⅱ

ある病院で、「ボランティア」と書かれたエプロンを身

につけた年配の女性が、訪れた高齢者に、「どちらに行か

れますか」、｢どの検査を受けられますか｣と聞きながら、

診察手続き用コンピュ－タを操作したり、操作手順の説明

をしている姿に出会いました。

今、あらゆる所でコンピュ－タが導入され、ＩＴ（情報技

術）化が急激に進んでいます。しかし、利便性も多いに

ありますが、高齢者や障害のある人にとっては、馴れない

操作を要求されるため、逆に、遠ざかる結果を招いてい

ます。

高齢者や障害のある人に限らず、多くの人がコンピ

ュ－タ操作等少し支援を受けるだけで、その利便性を亨

受することができるのです。ほんのちょっとしたことであっ

ても、その場に自分の力を必要としてくれる人がいて、

自分にできることがある。「ボランティア」の出番は、その

ようなところにあるのではないでしょうか。

一人ひとりがそれぞれの幸福を最大限に追求すること

ができる社会を築いていくためには、人と人との温かい交

わり、心と心のふれあいを通して、思いやりあふれる豊か

な人間関係を培っていくことが、その第一歩となります。

その意味において、ボランティア活動の促進は、共に

力を合わせて、誰もが安心して生き生きと暮らせる真の

共生社会の実現に大きな意義を持ってきます。

交流と人権

剣
坂
古
墳　
は　
昭
和
三
十
二
年　
に　

発
掘
調
査　
さ　
れ　
た　
古
墳
時
代
後
期　

（
約
千
五
百
年
前
）　
の　
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

墳　ふん
で　
す
。　
剣
坂
古
墳　
は　
石
室　
の　
構
造　

か　
ら　
、　
こ　
の　
地
域　
で　
横
穴
式
石
室　
が　

導
入　
さ　
れ　
始　
め　
た　
段
階　
の　
古
墳　
と　
み　

る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す
。　

石
室　
か　
ら　
は　
鉄て

つ

刀と
う

、　
刀と

う

子す

、　
鉄て

つ

鏃ぞ
く

、　

馬ば

具ぐ

、　
耳じ

環か
ん

、　
ガ　
ラ　
ス　
玉
、　
土ど

製せ
い

丸ま
る

玉だ
ま

、　
須す

恵え

器き

、　
土は

師じ

器　き
な　
ど　
数
多　
く　

の　
遺
物　
が　
見　
つ　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　
中　
で　

も　
、　
須
恵
器　
の　
耳み

み

付つ
き

高た
か

杯　つき
や　
蓋　
と　
杯

部　
を　
逆
転　
さ　
せ　

た　
よ　
う
な　
形
状　

を　
と　
る　
有ゆ

う

蓋が
い

高た
か

杯　つき
は　
全
国
的　
に　

み　
て　
も　
類
例　
が　

少　
な　
く
、　
須
恵

器　
の　
研
究
上
興

味
深　
い　
資
料　
と　

い　
え　
ま　
す
。　

101

剣
坂
古
墳
…
東
剣
坂
町

石
室　
か　
ら　
珍　
し　
い　
耳
付
高
杯　
な　
ど　
が　
見　
つ　
か　
る　
!

古
墳
時
代
後
期
の
横
穴
式
石
室
墳

位置図
1. 剣坂古墳 2. 大塚古墳 3. 剣坂東1号墳
4. 同2号墳 5. 同3号墳

本
園　
は　
、　
心
安　
ら　
ぐ

木　
の　
香　
り
漂
う　
ロ　
グ　
ハ　
ウ　

ス　
風　
の　
園
舎　
で　
、　
西
在
田
小
学
校　
の　

南
側　
に　
移
転　
し　
て　
、　
４　
年
目　
を　
迎
え　

て　
い　
ま　
す
。　

毎
朝
、　
こ　
ぼ　
れ　
る　
よ　
う
な　
笑
顔　
で　

挨
拶　
を　
交　
わ　
し　
、　「
も
う
す　
ぐ
、　
お　

兄　
ち　
ゃ　
ん　
た　
ち　
と　
遊　
べ　
る　
日　
や　
。　
嬉　
し　

い　
な　
。」　
な　
ど　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
と　
の　
楽　

し　
い　
会
話　
で　
一
日　
が　

ス　
タ　
ー　
ト　
し　
ま　
す
。　

隣
接　
し　
た　
小
学
校　

の　
教
室　
の　
窓　
か　
ら　
、　

授
業
前　
の　
児
童　
た　

ち　
が　
、　
「　
お　
は　
よ　

う
。」　
と　
大
き　
な　
声　

を　
投　
げ　
か　
け　
て　
き　

て　
思　
わ　
ず
手　
を　
振　

り
返　
す
毎
日　
で　
す
。　

園　
の　
特
徴　
は　
交

流
保
育　
で　
、　
小
学

生　
と　
の　
交
流　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
で　
す
。　

運
動
会　
や　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
大
会
、　
収
穫
祭
、　

避
難
訓
練　
な　
ど　
を　
始　
め　
、　
各
学
年　
と　

の　
交
流
も　
年
齢
差　
を　
配
慮　
し　
な　
が　

ら　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
が　
趣
向　
を　
凝　
ら　
し　

計
画　
し　
た　
内
容　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
学

年
交
流
会　
で　
は　
、　
１　
年
生　
へ　
の　
イ　
チ　
ゴ　

狩　
り
招
待　
や　
な　
か　
よ　
し　
運
動
会　
を　
始　

め　
、　
１
・
２　
年
生　
と　
運
動
会　
の　
ダ　
ン　

ス　
、　
３　
年
生　
と　
七
夕
飾　
り
作　
り
、　
４　

年
生　
と　
ゲ　
ー　
ム　
遊　
び　
、　
５　
年
生　
と　
プ　

ー　
ル　
遊　
び　
、　
６　
年
生　
と　
お　
楽　
し　
み　
会　

や　
遠
足
等
、　
様
々　
で　
と　
て　
も　
楽　
し　
い　

も　
の　
ば　
か　
り　
で　
す
。　
交
流　
ま　
で　
の　
子　

ど　
も　
た　
ち　
は　
、　
で　
き　
る　
範
囲　
で　
準
備　

し　
て　
一
緒　
に　
過　
ご　
せ　
る　
こ　
と　
に　
ド　
キ　
ド　

キ　
し　
な　
が　
ら　
楽　
し　
み　
に　
待　
ち　
、　
交
流

当
日　
は　
と　
び　
き　
り　
の　
笑
顔　
を　
見　
せ　
て　

く　
れ　
ま　
す
。　
そ　
し　
て　
、　「　
す　
ご　
く
楽　
し　

か　
っ　
た　
。」　「
あ　
っ　
、　
遊　

ん　
だ　
時　
の　
お　
姉　
ち　
ゃ　

ん　
や　
。
」　
な　
ど　
、　
嬉　

し　
そ
う　
に　
口　
に　
す　
る　

子　
ど　
も　
た　
ち　
の　
心　
に　

は　
、　
小
学
校　
へ　
の　
期

待　
や　
小
学
生　
へ　
の　
憧　

れ　
が　
大
き　
く
膨　
ら　
ん　

で　
い　
ま　
す
。　

幼
稚
園　
に　
お　
け　
る　

小
学
校
就
学
前
教

育　
と　
し　
て　
、　
小
学
生　

と　
の　
交
流　
は　
遊　
び　
を　
通　
じ　
て　
人　
と　
関　

わ　
る　
力　
を　
育　
て　
る　
よ　
い　
機
会　
で　
あ　
る　
と　

捉
え　
て　
い　
ま　
す
。　
単
学
級　
で　
は　
味　
わ　

い　
に　
く　
い　
、　
人　
と　
の　
関　
わ　
り　
に　
広　
が　
り　

を　
生　
み　
出　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す
。　
そ　

の　
為　
に　
も　
、　
幼
小　
の　
教
師
間　
の　
連
携　

を　
密　
に　
し　
、　
異
年
齢　
の　
子　
ど　
も　
同
士　

が　
心　
を　
通　
い　
合　
わ　
せ　
、　
共　
に　
育　
ち　
合

え　
る　
、　
心
豊　
か　
な　
交
流　
を　
目
指　
し　
て　

取　
り
組　
ん　
で　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
す
。　

小
学
生　
と
な　
か　
よ　
し
交
流

加加
西西
市市
立立
西西
在在
田田
幼幼
稚稚
園園

耳付高杯

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

〔
参
考
文
献
〕

「
兵
庫
県
加
西
市
剣
坂
古
墳
調
査
報
告
」　

『
辰
馬
考
古
資
料
館
　
考
古
学
研
究
紀
要
３　
』　

一
九
九
九　

（財）　
辰
馬
考
古
資
料
館
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野　
で　
は　
、　
気
管
支
鏡　
を　
用　
い　
て　
肺　
に　
生　
じ　
た　
異

常　
な　
陰
影　
の　
確
定
診
断　
を　
つ　
け　
ま　
す
。　
糖
尿

病　
は　
、　
糖
尿
病
教
室　
を　
開　
い　
た　
り
、　
短
期
教

育
入
院　
の　
シ　
ス　
テ　
ム　
で　
一
生　
に　
わ　
た　
る　
糖
尿
病

管
理　
の　
重
要
性　
と　
治
療
法　
を　
理
解　
し　
て　
も　
ら　

っ　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
訓
練　
さ　
れ　
た　
医
師　
を　
多
数
擁　

し　
専
門
的　
な　
治
療　
を　
活
発　
に　
行
う　
こ　
と　
が　
、　

そ　
の　
病
院　
の　
内
科　
の　
実
力　
を　
表　
し　
ま　
す
。　
こ　
れ　

ら　
の　
領
域　
に　
は　
開
業
医　
や　
近
隣　
の　
病
院　
か　
ら　

多
数　
の　
紹
介　
を　
受　
け　
て　
い　
ま　
す
。　
そ　
れ　
以
外　
の　

分
野　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
総
合
内
科　
で　
対
応　
し　
ま　
す
。　

総
合
内
科　
は　
上
記　
の　
専
門
医　
が　
専
門
分
野
以

外　
の　
領
域　
に　
つ　
い　
て　
診
療　
し　
ま　
す
。　
そ　
の　
意
味　

で　
診
療
所　
と　
同　
じ　
形
態　
と　
い　
え　
ま　
す
。　

こ　
れ　
ら　
専
門
分
野　
の　
活
動　
を　
可
能　
な　
限　
り

活
性
化　
し　
て　
高
度　
の　
診
療　
が　
行
え　
る　
、　
レ　
ベ　
ル　

の　
高　
い　
病
院　
に　
し　
よ　
う
と　
、　
重
傷
者　
の　
高
度

医
療
、　
カ　
テ　
ー　
テ　
ル　
や　
内
視
鏡　
を　
用　
い　
た　
入
院　

で　
も　
診
断
治
療
、　
救
急
診
療　
な　
ど　
に　
力　
を　
入　

れ　
て　
い　
ま　
す
。　
外
来
診
療　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
開
業

医　
で　
診　
て　
も　
ら　
え　
る　
場
合　
は　
可
能　
な　
限　
り　
お　

願　
い　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
本
院　
の　
よ　
う　
に　
市
内
唯
一　

内
科　
は　
、　
当
院　
で　
外
来
数
、　
入
院
数
、　
お　

よ　
び　
医
師　
の　
数　
な　
ど　
か　
ら　
最
大　
の　
診
療
科　
で　

す
。　「
内
科
」　
の　
守
備
範
囲　
は　
き　
わ　
め　
て　
広　
く
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
専
門
分
野　
に　
は　
特
殊
技
能　
を　
持　

っ　
た　
専
門
医　
が　
い　
ま　
す
。　
本
院　
で　
は　
、　
循
環
器
、　

消
化
器
、　
呼
吸
器
、　
糖
尿
病
、　
内
分
泌
、　
血

液　
が　
得
意
分
野　
で　
す
。　
ま　
た　
、　
内
科　
か　
ら　
独

立　
し　
て　
活
動　
す　
る　
神
経
内
科
も　
充
実　
し　
て　
い　

ま　
す
。　

循
環
器　
の　
分
野　
で　
は　
、　
特　
に　
心
筋
梗
塞　
や　

狭
心
症　
な　
ど　
冠
動
脈
硬
化
症　
か　
ら　
お　
こ　
る　
心

臓
病　
に　
対　
す　
る　
カ　
テ　
ー　
テ　
ル　
血
管
拡
張
手
術　
が　

得
意　
で　
す
。　
消
化
器　
の　
分
野　
で　
は　
、　
内
視
鏡　

を　
用　
い　
て　
、　
大
腸　
ポ　
リ　
ー　
プ　
を　
切
除　
し　
た　
り
、　

総
胆
管　
に　
詰　
っ　
た　
結
石　
を　
切
開　
し　
て　
排
除　
し　

た　
り
、　
胃
潰
瘍　
の　
傷
口　
を　
止
血　
し　
た　
り　
す　
る　

内
視
鏡
的
治
療　
が　
得
意　
で　
す
。　
呼
吸
器　
の　
分

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

の　
総
合
病
院　
は　
、　
万
病　
を　
診　
る　
診
療

所
的
機
能　
を　
受　
け
持　
つ　
べ　
き　
で　
は　
な　

く
、　
重
症
疾
患　
へ　
の　
高
度
医
療　
を　
主

体　
に　
受　
け
持　
つ　
べ　
き　
で　
す
。　
こ　
の　
よ　
う

な　
病
院　
と　
診
療
所　
の　
相
互
支
援　
を　
図　

る　
「
病
診
連
携
」　
を　
推　
し　
進　
め　
て　
い　

か　
な　
い　
と　
、　
も　
は　
や　
病
院　
が　
活
性　
を　

保　
っ　
て　
生
き　
残　
っ　
て　
い　
け　
な　
い　
医
療
経

済
事
情　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

現
在
、　
内
科
外
来
診
療　
の　
体
制　
を　

組
替
え　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す
。　
こ　
の　
結
果
、　

こ　
れ　
ま　
で　
通
院　
さ　
れ　
て　
い　
た　
患
者　
さ　
ん　

の　
一
部　
に　
待　
ち　
時
間
延
長　
な　
ど　
の　
ご　

迷
惑　
を　
お　
か　
け　
し　
て　
お　
り　
ま　
す
。　
一

方
、　
新　
た　
な　
疾
患　
が　
生　
じ　
て　
診
療
所　

か　
ら　
紹
介　
さ　
れ　
た　
患
者　
さ　
ん　
は　
、　
再

診　
の　
方　
の　
終
了　
を　
待　
つ　
こ　
と　
な　
く
、　
優

先　
し　
て　
診
察　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

い　
ま　
、　
日
本　
の　
医
療
環
境　
が　
激
変　

し　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す
。　
そ　
の　
波　
を　
乗　
り
切　

っ　
て　
、　
市
立
加
西
病
院　
を　
真　
に　
市
民　

の　
皆
様　
に　
役
立　
つ　
場
所　
と　
す　
る　
た　
め　

今
後
も　
努
力　
を　
続　
け　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

内
　
科

口の中の酸性度が強いと歯は溶

けやすく、むし歯になりやすい状態

になります。清涼飲料水・乳酸飲

料・アルコール類は酸性度の高い

飲み物です。大人も子供も飲み物

だから大丈夫と油断せず、飲食後

にもブラッシングを心がけましょう。

（加西市歯科衛生士会）

飲み物にも注意!

「介護保険を申し込むほどではないけど、

舅が５ヶ月前に亡くなって以来、姑（7 5歳）

が家から出なくなり、活気もなくなってじーっと

していることが多くなってしまった。このままい

くと寝たきりにならないか、痴呆にならないかと

心配で…」と市役所のあったか相談窓口に

お嫁さんが来られました。地区担当の在宅介

護支援センターや保健婦と連絡をとり、１週間

に１回３時間程度の（介護保険ではない）

『生きがい対応型デイサービス』を利用される

ようになりました。その結果少し活気を取り戻

し外に出ることも増えました。

閉じこもりや意欲が低下すると身体や心の

活動力が減退し、寝たきりや痴呆を引き起こ

す原因になります。

高齢者が毎日心に「ハリ」を持ち活動的

にいきいきと生活することが家族にとっても本

人にとっても快適に暮らすために非常に重要

なことです。

閉じこもりや痴呆を早期に予防するために

高齢者も同居の家族も一度生活を確認してみ

ましょう。

＜確認項目＞該当項目があれば改善策を考

え実践しましょう。

・家の中で役割がない

・１日に１回も家族と一緒に食事をしてい

ない。

・家族と話す機会がほとんどない。

・友達や近所の人としゃべる機会が１ヶ月に

１回程度しかない。

・楽しいと感じることが特にない｡

・散歩など体を動かすことを何もしていない。

・世の中の動きやニュースに興味がない。

問合先 保険課・あったか相談窓口

（電話42-８７８８（直通））

高齢者の介護予防
家族で生活を確認しよう!

〈作り方（4人分）〉

①中華風スープににんにくスライスと、とうが
らし、塩、こしょう、きのこ類（1 0 0ｇ）を
入れて、ひと煮立ちさせ、醤油少々で味を整
える。

②火を止めてから、きざんだモロヘイヤの葉を
入れて器に盛る。

モロヘイヤを入れてから煮立てないのは、ビタミン
を壊さないため。あつあつを汗をかきながら食べて
ください。また、中華風スープを本格的につくる場
合は、ささ身鶏がらをつかって、つくってみてくだ
さい。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
栗
田
）

石
橋
　
和
子
さ
ん

市立加西病院

副院長

山辺　　裕

〈シェフから一言〉

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

業
　
務

し
尿
収
集
業
務
の
補
助

募
集
人
員

１
名

期
　
間

平
成
13
年
10
月
１
日

（月）

〜
平
成
14
年
３
月
31
日

（金）

※
但
し
、
土
日
祝
日
は
休
み

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

時
　
給

１，　
２
２
５
円

業
務
内
容
問
合
先

衛
生
セ
ン
タ
ー

（
電
話
46
│
０
３
３
４
）

申
込
先

総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

日
　
時

10
月
27
日

（土）

※
雨
天
10
月
28
日

（日）

受
　
付

８
時
30
分
〜

競
　
技

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

場
　
所

加
西
工
業
団
地
周
辺
コ

ー
ス
（
朝
妻
町
）

チ　
ー　
ム　
編
成

加
西
市
内　
に　
通
学　

す　
る　
小
学
生　
で　
、　
学
年
別
・
男
女
別　

で　
編
成　
（
小
学
校
区　
に　
限　
り　
ま　
せ　
ん　
）

第
９
回
加
西
工
業
団
地
杯

少
年
少
女
駅
伝　
カ　
ー　
ニ　
バ　
ル　
出
場
者
募
集

臨
時
職
員
募
集

区
間
・
距
離

各
部
と
も
５
区
間

（
１
区
間
９
０
０
�
）

申
込
締
切

10
月
12
日

（金）

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
５
１

加
西
市
上
万
願
寺
町
９
７
３

池
田
文
胤
宛（
電
話
44
│
０
３
５
５
）

※
当
日
雨
天
時
の
問
合
先
　
加
西

市
役
所
（
電
話
42
│
１
１
１
０
）

種
　
類

・
糞
尿
車
　
１
台
《
保
管
先
》

衛
生
セ
ン
タ
ー

・
塵
芥
車
　
２
台
《
保
管
先
》

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
普
通
乗
用
車
　
２
台

・
ラ
イ
ト
バ
ン
　
１
台

《
保
管
先
》
市
役
所
職
員
駐
車
場

告
示
の
期
間

９
月
17
日

（月）
〜

10
月
３
日

（水）

見
積
提
出
日
　
10
月
５
日

（金）

詳
し
く
は
、
市
役
所
前
の
掲
示

板
お
よ
び
市
役
所
２
階
管
財
課
に

告
示
し
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
の

方
は
、
現
物
を
確
認
の
う
え
市
役

所
財
務
管
理
部
管
財
課
へ
見
積
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

加
西
市
所
有　
の　
車
両　
を　

売
却　
し　
ま　
す

住
宅
金
融
公
庫
の
マ
イ
ホ
ー
ム

新
築
融
資
で
、
10
月
以
後
借
入
申

込
み
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
竣

工
時
現
場
審
査
に
お
い
て
、
建
築

基
準
法
の
完
了
検
査
に
よ
る
検
査

済
証
の
交
付
が
合
格
条
件
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
検
査
済
証
が
交
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
公
庫
資
金
が

受
領
で
き
な
く
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
先

住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支

店
公
共
業
務
課
（
電
話
０
６
│
６

２
８
１
│
９
２
６
８
）

①
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店

で
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
、

ま
だ
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事

を
実
施
し
て
い
な
い
家
庭
、
事
務

所
、
店
舗
な
ど
は
、
環
境
改
善
と

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

加
西
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

依
頼
し
て
実
施
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

②
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん

上
下
水
道
部　
か　
ら　
の　

「　
お　
知　
ら　
せ　
」　
と　
「　
お　
願　
い　
」

公
庫
住
宅
融
資
で

検
査
済
証
が
義
務
化

公
共
下
水
道
の
区
域
で
は
、
水

洗
化
工
事
に
必
要
な
改
造
資
金
に

つ
い
て
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
ら
れ
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

融
資
額

最
高
80
万
円

利
　
率

平
成
13
年
度
は
２
・
５
％

返
済
方
法

月
賦
元
利
均
等
償
還

（
最
高
60
回
）

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
下

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
６
２
）

歴
史
と
文
化
の
か
お
り
高
い
ふ

る
さ
と
加
西
の
往
昔
を
し
の
び
な

が
ら
、
中
秋
の
名
月
を
鑑
賞
す
る

「
加
西
観
月
の
夕
べ
」。
茶
道
と
邦

楽
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
　
時

９
月
30
日

（日）

午
後
３
時
〜
午
後
８
時

※
国
際
交
流
会
は
、
午
後
２
時
〜

場
　
所

い
こ
い
の
村
は
り
ま

国
際
交
流
会
の
参
加
費

日
本
人
　
１，　
０
０
０
円

外
国
人
は
無
料

問
合
先

秘
書
広
報
課
内
　
都
市

親
善
友
好
協
会
（
電
話
42
│
８
７
０

１
） 「

観
月
の
夕
べ
」
と

「
国
際
交
流
会
」

床下の無料点検をするという業者の突然の訪

問に断りきれず応じてしまった。「湿気ているので

専用の乾燥剤をまく」と言われ強引にまかれた

が、60万円とあまりにも高額なので解約したい。

屋根・床下・水回りなどは、自分で点検する

ことが難しいので、業者に傷んでいると言われる

と不安になり契約してしまうことが多いようです。

“しまった”と思っても、契約日を含めて8日以内

ならクーリングオフできます。取り付け工事など

をしていても業者の負担で契約前の状態に戻し

てもらえます。くれぐれもその場で契約せず、複

数の業者から見積りをとり比較検討してからにし

ましょう。また、いらなければ「帰ってくれ」とは

っきり言いましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階 電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「住まいの点検商法」

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 10月１日（月）

午前９時～12時　受付11時迄

場　所 ＪＡかさいし九会支店

午後１時～４時　受付３時迄

場　所 ＪＡかさいし富合支店

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（��８７３０）



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
王妃の館 （浅田次郎著）
其の逝く処を知らず（西木正昭著）
翼はいつまでも （川上健一著）
かずら野 （乙川優三郎著）
眠れぬ夜を抱いて （野沢　尚著）
海嶺 （北方謙三著）
雅歌 （井上祐美子著）
獅子の座 （平岩弓枝著）
武揚伝 （佐々木　譲著）

堯帝春秋 （中村隆質著）
指揮官たちの特攻 （城山三郎著）
流れ星の家 （河相我聞著）
プラナリア （山本文緒著）
時宗 （高橋克彦著）
風の生涯 （ 井　喬著）
ソング・オブ・サンデー（藤堂志津子著）
国僧日蓮 （童門冬二著）
いつか王子駅で （堀江敏幸著）

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

9月 15日（土） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）
16日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）
23日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）
24日（月） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）
30日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

10月 7日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）
8日（月） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

14日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）
21日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕10月13日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・9月15日（土）・20日（木）・23日（日）・10月9日（火）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

10月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

10月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

10月４日（木）健康福祉会館

10月11日（木）農村環境改善センター・９月20日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

９月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
北条東小学校６年

高田ちひろさん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　10月20日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　11月17日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年７月生れの乳児 ９月25日（火） 午後１時～２時

《平成13年８月生れの乳児 10月23日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年５月生れの乳児 10月３日（水） 午後１時～２時

《平成13年６月生れの乳児 11月７日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年４月生れの幼児 10月９日（火） 午後１時～２時

《平成12年５月生れの幼児 11月13日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年８月生れの幼児 10月16日（火） 午後１時～２時

《平成10年９月生れの幼児 11月20日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 10月10日（水） 午後１時～２時

《11月14日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 10月10日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《11月14日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

９月20日（木） 午前９時～９時30分

《10月18日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

高井柊汰
しゅうた

ちゃん（上道山町）

8カ月

〈ママの一言〉

お姉ちゃんと仲良く、たく

ましく大きくなって欲しい

な。
パパ・ 章 さん

ママ・秀美さん

※ほんの一部です。

ほか
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介
護
料
支
給
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
自
動
車
事
故
被
害
者

へ
の
介
護
料
支
給
対
象
者
が
、「
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
（
自
賠

責
保
険
後
遺
障
害
１
級
３
号
ま
た

は
４
号
）」
に
、「
介
護
を
必
要
と

す
る
方
（
同
障
害
２
級
３
号
ま
た

は
４
号
）」
を
加
え
そ
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

対
象
者

０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま

で
の
方
で
、
自
動
車
事
故
の
た
め
、

保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
重
度

後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方
。

貸
付
金
額
（
１
名
分
）

一
時
金
　
15
万
５
千
円

毎
　
月
　
２
万
円

入
学
支
度
金
　
４
万
４
千
円

返
還
方
法

中
学
卒
業
後
20
年
の

均
等
払
い
（
無
利
子
）。
但
し
、
高

校
・
大
学
に
進
学
の
場
合
は
、
そ

の
間
返
還
を
猶
予
。

※
両
制
度
の
詳
し
い
お
問
合
せ
は
、

自
動
車
事
故
被
害
者
の

方
々
へ

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
民
課
年
金
係

（
電
話
42
│
８
７
２
０
）

県
警
察
は
、
家
出
人
な
ど
行
方

不
明
者
を
捜
す
た
め
、
９
月
21
日

（金）
か
ら
26
日

（水）
の
６
日
間
、「
行
方

不
明
者
相
談
所
」
を
解
説
し
ま
す
。

開
設
場
所

・
９
月
21
日

（金）
〜
23
日

（日）
兵
庫
県

警
察
本
部
１
階
会
議
室
（
電
話

０
７
８
│
３
４
１
│
７
４
４
１
）

・
９
月
24
日

（月）
〜
26
日

（水）
姫
路
市

自
治
福
祉
会
館
（
電
話
０
７
９

２
│
88
│
０
１
３
０
）

※
相
談
は
無
料
で
す
。
行
方
不
明

と
な
っ
て
い
る
方
の
写
真
、
手
が

か
り
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
警
察
署
刑
事
課

（
電
話
42
│
０
１
１
０（
内
３
４
７
））

日
　
時

９
月
25
日

（火）
〜
12
月
４

日
（火）

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
計
10
回
）

場
　
所

加
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
　
象

市
内
在
住
の
成
人
で
、

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

ご
利
用
く
だ
さ
い

行
方
不
明
者
相
談
所

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
方

ま
た
は
初
心
者

定
　
員

20
名

参
加
費

２，　
０
０
０
円

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
（
申
込
み

９
月
17
日

（月）
か
ら
））

対
象
者

戦
没
者
死
亡
当
時
の
三

親
等
内
親
族
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
方
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

11
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給

者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た
方
。

○
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

（
た
だ
し
、
平
成
11
年
４
月
１
日
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
の
受
給
権
者
が
い
る
場
合
を
除

く
。）

支
給
内
容

額
面
24
万
円
、
６
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
限

平
成
14
年
４
月
１
日

問
合
・
請
求
先

社
会
福
祉
課
地

域
福
祉
係
（
電
話
42
│
８
７
２
５
）

│
戦
没
者　
の　
ご　
遺
族　
の　
皆
様　
へ
│

特
別
弔
慰
金　
の　
請
求　
は　

お　
済　
み　
で　
す　
か　
？

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
兵
庫

支
所
（
電
話
０
７
８
│
３
３
１
│
６

８
９
０
）
ま
で
。

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
で
、

次
の
よ
う
な
場
合
な
ど
に
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。
未
届
け
の
場

合
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
（
第
３
号

被
保
険
者
）
で
、
夫
が
退
職
し

た
と
き
。

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
（
第
３
号

被
保
険
者
）
で
、
夫
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た
と
き
。

○
退
職
に
よ
り
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
。

○
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

納　
め　
忘　
れ　
は　
あ
り
ま　
せ　
ん　
か

未
納
期
間
が
あ
る
と
病
気
や
ケ

ガ
で
重
い
障
害
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
と

な
っ
て
い
る
保
険
料
は
、
す
ぐ
に

国
民
年
金

年
金
制
度
の
お
知
ら
せ

国民健康保険税・介護保険料
（普通徴収）第3期分の納期限は

1100月11日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

◆問合先 税務課（電話42-8712）

平成13年度

日　時 10月24日（水）

・セミナー　10時～　

・相 談 会　13時30分～15時30分

場　所 西脇ロイヤルホテル

問合先 ハローワーク西脇（�0795-22-3181）

1100月月はは高高齢齢者者雇雇用用促促進進月月間間でですす
高齢者雇用促進セミナー＆合同就職面接相談会



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

香川　かや 98 城谷綾子 加西の里

増田乃ぶゑ 81 山下晧司 第２サルビア荘

大西ハツヱ 80 省　三 北

友藤　峰治 91 正　己 国　正

坂本繁太郎 89 賢　治 島

加藤富美子 88 安藤武 古坂１丁目

谷澤　卓夫 67 智 黒　駒

大西　好子 89 薫 西上野

岡田　　譲 54 展　彦 青　野

森　　義明 67 敏　正 畑

藤本八重子 73 満　代 鍛治屋

芝　とめよ 77 正　勝 三　口

高橋　茂樹 77 恭　介 西高室

渡邊まきゑ 93 治 中　山

瀬戸　陽次 86 克　彦 上　野

杉本さだ子 83 善　一 岸　呂

藤本　貞子 91 宗　久 殿　原

松尾テルヨ 71 倫　浩 桑原田

井上しをの 61 操 玉　丘

上坂　磯惠 81 正　廣 下若井

石田　幸治 85 修 東高室

和田かず江 91 悦　子 上若井

織田　好治 81 悦　雄 島

高田　勲次 88 さなゑ 別府中

堀尾　一男 90 滿 坂　本

三木久美子 64 幸　保 笹　倉

松尾　智子 47 認 河　内

丸岡　貫一 79 道　行 三　口

松本　貞治 86 勝　哉 笹　倉

松本　卓郎 76 聡 野　条

小池みさを 83 甘中間由美 下万願寺

森木　光枝 60 前田亘 福　吉

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（８月31日受付分まで・敬称略）

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
全
身
持
久
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
。
ご
夫
婦
で
、
お
友
達
と
、
も

ち
ろ
ん
お
一
人
で
も
、
ど
ん
ど
ん

ご
参
加
下
さ
い
。

期
　
間

10
月
10
日

（水）
〜
12
月
26

日
（水）

の
毎
週
水
曜
日
全
11
回
　
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

募
集
人
員

45
名
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

対
象
者

45
歳　
〜　
70
歳　
の　
健
康　
な　
方

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

参
加
費

無
料

申
込
方
法

９
月
22
日

（土）
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
記
入
、
１
枚
の
往
復
は
が

き
に
つ
き
２
名
ま
で
申
込
み
可

「
気
分　
ス　
ッ　
キ　
リ　
☆　
リ　
ズ　
ム　

体
操
」　
参
加
者
募
集

（
２
名
申
込
み
の
時
は
、
代
表
者
に

◯
印
）
を
明
記
の
上
、
〒
６
７
５
│

２
３
０
３
　
加
西
市
北
条
町
古
坂

１
０
７
２
│
１
４
　
加
西
市
健
康
福

祉
会
館
　
リ
ズ
ム
体
操
係

問
合
先

健
康
福
祉
会
館
総
務
課

（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

兵
庫
県
行
政
書
士
会
、
兵
庫
県

土
地
家
屋
調
査
士
会　
で　
は　
、　「
法　
の　

日
」　（
10
月　
１　
日
）　
を　
記
念　
し　
て　
各
支

部　
で　
無
料
相
談
所　
を　
開
設　
し　
ま　
す
。　

日
　
時

９
月
30
日

（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

ジ
ャ
ス
コ
加
西
店

相
談
内
容

・
行
政
書
士
会
　
建
設
業
の
許
可
、

相
続
・
遺
言
の
方
法
、
農
地
転
用
、

開
発
許
可
の
手
続
き
等

法
の
日
無
料
相
談
所

死亡者 年齢 喪主 町名

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（電話42-8701）までご連絡ください。

過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
な

「
結
核
」
で
す
が
今
で
も
毎
年
４
万

人
以
上
の
患
者
と
３
千
人
近
い
死

亡
者
を
出
し
て
い
る
感
染
症
で
す
。

結
核
を
早
期
に
発
見
す
る
方
法
に

胸
部　
レ　
ン　
ト　
ゲ　
ン　
検
査　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
に

一
度
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

日
　
時

11
月
10
日

（土）

12
時
30
分
〜
14
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
　
象

16
歳
以
上
で
結
核
検
診

の
機
会
が
な
い
方

内
　
容

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

料
　
金

無
料

申
込
方
法

10
月
31
日

（　水　）　
ま　
で　
に　
健

康
長
寿
課
（
電
話
42
│
８　
７　
２　
８　
）
へ　
。　

結
核
検
診　
の　
お　
知　
ら　
せ

・
土
地
家
屋
調
査
士
会
　
境
界
確

定
、
地
籍
測
量
、
土
地
分
合
筆
・

地
目
変
更
登
記
、
家
屋
新
増
築
登

記相
談
員

同
会
支
部
役
員

問
合
先

行
政
士
会
東
播
支
部
長

吉
田
（
電
話
42
│
１
２
４
５
）
土
地

家
屋
調
査
士
会
東
播
支
部
長
　
高

瀬
（
電
話　
０　
７　
９　
５　
│
22
│　
８　
８　
０　
５　
）　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、

労
働
者
を
１
人
で
も
使
用
す
る
事

業
主
は
全
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

「
安
心
を
み
ん
な
で
支
え
る
労
働

保
険
」

問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
脇

（
電
話　
０　
７　
９　
５　
│
22
│　
３
１
８
１
）

10
月
は
労
働
保
険

適
用
推
進
月
間

加西市への寄付

○上芥田 藤元　昇 30万円

（芸術文化の振興資金として）

○古坂　北条動物病院　池水智博 5万円

（学校教育振興寄付金として）

○（株）マリアンヌ製靴　大場八重子 30万円

（学校施設等整備資金寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○曹洞宗寺院一同 13万55円

○ＴＳ24時間マラソン野球大会委員長

本岡龍彦 3万2800円

○国際ソロプチミスト加西 1万879円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○田町 竹本幸夫 1万5000円

○匿名 2万5000円

○美心 4万円

○匿名 1万円

供養預託

○倉谷 故山本泰資 30万円



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H13.9.1現在（前月比）
人　口／ 52,058（－12） 世帯数／ 16,118（＋12）

男　／ 25,240（－12） 女　／ 26,818（± 0）

91郷愁をそそるイヌタデの
花

路　
ば　
た　
や　
野
原
・
畑　
な　
ど　
い　
た　

る　
所　
に　
自
生　
す　
る　
30
セ　
ン　
チ　
内
外　

の　
タ　
デ　
科　
の　
１　
年
草　
で　
秋　
の　
間
中

花　
を　
つ　
け　
て　
い　
ま　
す
。　

５　
cm
近　
く　
に　
な　
る　
花
穂　
に　
は　
、　

５　
裂　
し　
て　
花
弁　
の　
よ　
う　
に　
見
え　
る　

ガ　
ク　
片　
が　
、　
や　
さ　
し　
い　
色
合　
い　
の　
紅

紫
色　
を　
し　
て　
お　
り
、　
群　
が　
っ　
て　
生

え　
て　
い　
る　
場
所　
で　
は　
一
面
赤
色　
に　

染　
ま　
っ　
て　
美　
し　
い　
も　
の　
で　
す
。　
い　
か　

に　
も　
「　
ふ　
る　
さ　
と　
の　
野
辺
」　
と　
い　
っ　

た　
風
情　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　
そ
う
思
え　

る　
の　
は　
、　
幼　
い　
頃　
こ　
の　
花　
を　
採　
っ　
て　

「
赤　
ま　
ん　
ま　
」　
を　
つ　
く　
っ　
て　
遊　
ん　
だ　

想　
い　
出　
の　
た　
め　
で　
し　
ょ　
う
か　
。　

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

★日　時 11月22日（木）（いい夫婦の日）

午前9時30分～

★場　所 健康福祉会館

★内　容 式典、記念撮影、余興

★対　象 平成1 3年中に結婚5 0周年を迎えられ

るご夫婦

（昭和27年に結婚された方々）

★申込先 各町老人クラブ会長さんまで

（10月25日（木）締切）

※老人クラブのない町は、市役所健康長寿課まで

★問合先 健康長寿課（電話42-8728） 共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）共に歩んだ50年…これからもよろしく!（平成12年金婚夫婦のつどい）

高度情報化時代に対応し豊かな生活を創造するため、生活

や学校に密着した IT（情報通信技術）への理解を深めると

ともに、インターネット等 IT活用の実践を提案します。

テーマ 「 ITで生活が変わる、教育が変わる」

～ｅライフ・ｅ学校へのチャレンジ～

日　時 10月20日（土）午後1時30分～4時30分

場　所 健康福祉会館ホール

・基調講演 「インターネット時代の「をんな紋」」（予定）

作家　玉岡かおる氏

・トークセッション

「 ITによる新たなライフ
スタイルと学校の創造」

ナビゲーター　
兵庫大学経済情報学部教授　根本敏行氏

問合先 情報推進室（電話42-8703）
E-mail  joho@city.kasai.hyogo.jp

高高度度情情報報化化シシンンポポジジウウムム
―文化連盟21世紀記念自主事業―

映映画画「「新新・・雪雪国国」」
主な出演者

奥田瑛二、南野陽子、坂上二郎

吉行和子

日　時

10月27日（土）

①13時30分～

②17時～

場　所

市民会館

文化ホール

前売券 1,200円

※全席自由、当日券はありません

チケット販売所 市民会館・各公民館ほか

問合先 加西市文化連盟事務局

（教育委員会内）（電話42-8775）

この最低賃金は9月3 0日より、県内
で使用されるパート、アルバイト等を含
めた全ての労働者に適用されます。

詳しいお問合せは西脇労働基準監
督署（電話0795―22―3366）

兵庫県最低賃金
改正のお知らせ

日　額 5,389円

時間額 675円

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／企画総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


